
日本産科婦人科学会
大規模災害対策情報システム

小児科・新生児科 小児周産期リエゾン用 取り扱い説明書



システムの概要

 本システムは大規模広域災害（震度6強の地震や津波、広域な水害など）が発

生し、複数の産婦人科施設が被災した場合に被災情報を取りまとめ、被災地へ
の早期支援に役立てるためのインターネット上の情報共有システムである。

 システムの入口は日本産科婦人科学会のホームページ上のバナーとして設置
されている（大規模災害対策情報システム）。

 被災関連の情報を各施設（被災地内外の施設）が本システムに迅速に(48時間
以内）入力することで、被災地と支援側で情報が共有される。

 全国の分娩取り扱い施設の施設情報（施設名・住所）があらかじめ登録されてい
る（「周産期の広場」の更新情報とリンクしています）。

 本システムの情報は産婦人科、新生児科、小児科、小児周産期リエゾン、DMAT
により被災地支援を目的として活用される。



災害時施設情報入力
災害時施設情報参照・検索

掲示板機能
 本部情報
 患者搬送情報
 物資搬送情報

行政からの通知一覧
災害対策組織図
災害対策マニュアル

システムの機能



システムへのアクセス方法と

災害時情報の入力と参照・検索方法



小児科・新生児科リエゾン用の
ログイン入口はここをクリックしてください。

クリックすると次のログイン画面に移動します

iphone, スマート
フォンからも入力・

閲覧が可能

システムの入口は日本産科婦人科学会HP上のバナーにある



大規模災害対策システム 会員専用 入口

小児周産期リエゾン 入口
（小児科・新生児科用）

訓練サイト 入口

小児関連 災害情報フォルダ 入口

（作成中）

（作成中）

次に
小児科・新生児科

リエゾンの方はここを
クリックしてください。

小児科・新生児科リエゾン用取り扱い説明書

小児科・新生児科

リエゾン用の取り扱い
説明書はこちらです。



• 小児科・新生児科小児周産期リエゾン用のログイン画面

ここに

小児科・新生児科
リエゾン用のIDとお

名前を入力し、ログ
インしてください。

次にシステムに
移動します。



山田 太郎

• 災害情報の入力はここをクリック。
• 被災地内外共にここから入力。

システムのトップ画面

• 災害情報の参照と検索は
ここをクリック。

小児科・新生児科リエゾンの先生方は
産婦人科リエゾンの先生の代行入
力以外は閲覧のみでお願いします。
(2017/7/29時点)



【入力例】入力済みの項目は赤字で表示されます。

施設の損壊：
被災地外施設は入力不要

各項目を順次
選択・入力して
いく

災害時施設 緊急情報 入力画面

連絡手段は、可能なら
複数手段、複数名入力可
能



備考欄：

被災地施設から特に伝えたいこ
とがあれば自由記載

ライフライン項目：
被災地外の施設は入力不要

災害時施設 詳細情報 入力画面



最終更新日時が表示

搬送受入れ可能な施設の周産期情報 入力画面

どのような特徴の患者を受入れが可能か？
受入れ可能なベット数を記載。

受入れ可能な患者の特徴など
あれば自由に記載。
（例：胎児心奇形受入れ可能etc)



入力情報の参照・検索画面 （地域、施設名、各項目から）

情報の検索は
• 地域
• 施設名
• 各項目

から検索可能



上の地図では総合周産期母子センター（青ピン）に該当する施設が表示各ピンをクリック
することで、表示施設のカテゴリーを切り替えが可能

分娩可能な施設のみが
掲示

マークをクリックすると
入力された各施設の

情報が表示

入力情報の参照・検索画面 （マップから）

入力された情報は
マップ上に表示

全施設が表示



 被災地施設

 被災地外施設

災害時のシステム活用の流れ

（大学病院、MFICU、総合病院など
地域の基幹施設）



大規模災害発生

被災地施設

災害時施設
情報を入力

被災地外施設

日産婦HPから
システムにアクセス

同じ地域の産婦
人科基幹施設に
電話連絡(FAX)

被災情報の
代行入力
を依頼

インターネット

利用可能利用不可
日産婦HPの被災地外施設

入力指定地域を確認

入力指定地域

＊システムの中で
「被災地の施設」
「被災地外の施設」を選択
して各項目を入力。



平時からの活用の提案

 本システムは平時から情報入力を行い、操作に慣れておくことが大切。

 平時から自施設を検索し現時点での分娩情報、災害担当者などを入力してみ
てみる。（災害時にはその情報の変更のみ行うことになります）

 地方学会・県学会単位で PCやスマホを持ち寄り実際の入力訓練の実施を行
う (入力情報はすぐにシステム上に表示され共有可能)。

 毎年、地域毎に小児周産期リエゾンと連携・協力してIT防災訓練を行う。

 地域の高齢会員の先生方の代行入力に関しては、平時から各大学医局など
で取り決めておく。

 平時でも地域での周産期搬送ネットワークツールとしても活用する。



最後に

• 本システムへの被災地情報の速やかな入力と支
援側の情報共有が、迅速な被災地支援につなが
る可能性がある。

• 平時からのシステム入力活用と本システムを利用
した地域のIT防災訓練が推奨される。


